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研究成果の概要（和文）：高次重さの保型形式の非通常素点におけるp-進Gross-Zagier公式を証明した. またこ
れと関連して高次重さをもつ楕円型保型形式を虚二次体の反円分Hecke指標でひねったL-関数に関して, 
Coates-Wiles型の定理や岩澤主予想の半分の不等式を示した. この研究はクレイ研究所のミレニアム問題にもな
っているBirch and Swinnerton-Dyer予想と密接に関連するもので, この予想を含むBeilinson-Bloch-Kato予想
という整数論の中心課題の重要な例を与えるものである. 

研究成果の概要（英文）：We proved the p-adic Gross-Zagier formula for higher weight modular forms at
 non-ordinary primes. We also showed a Coates-Wiles type theorem and a one-side divisibility of 
Iwasawa main conjecture for Galois representations of modular forms twisted by anticyclotomic Hecke 
characters. This research is closely related to the Birch and Swinnerton-Dyer conjecture and gives 
an important example of the Beilinson-Bloch-Kato conjecture, which is  a central theme of the modern
 number theory containing  the Birch and Swinnerton-Dyer conjecture as a special case. 

研究分野： number theory
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１．研究開始当初の背景 
 
 代数体上定義された代数多様体の L-関数の
特殊値には, その多様体に付随する整数論的
に重要な不変量が現れると予想されている.  
この予想は Beilinson-Bloch-Kato 予想(BBK
予想)として正確に定式化されており, リー
マン予想と並んでクレイ研究所のミレニア
ム 問 題 に も な っ て い る Birch and 
Swinnerton-Dyer 予想(BSD 予想)も楕円曲線
に対する特別な場合としてこの予想に含ま
れている. BBK 予想は BSD 予想を含むことか
らもわかるように, 現在では有効なアプロ
ーチはあまりなく,新しい例を作るだけでも
非常に価値のある成果とみなされている. 
このような状況ではあるが,これまでに岩澤
理論などp進的方法が成果を上げており, 本
研究もこのアプローチでBBK予想に迫るもの
である.  
 
２．研究の目的 
 
 楕円曲線や保型形式などに付随してでき
る対象に対して BBK 予想の一部を示すこと
を目的とした. 具体的には岩澤理論などの p
進理論を通じて, p 進 L−関数の微分値と
Heegner cycle の p 進高さを結びつける p 進
Gross-Zagier公式に代表されるp進の特殊値
公式を示すことや, p 進高さ関数やそれと密
接に関わる p進テータ関数などの特殊関数の
研 究 を 行 う こ と で あ る . ま た
Bertolini-Darmon-Prasanna に よ る 一 般
Heegner cycle の岩澤理論を整備し, p 進 L-
関数と Selmer 群の特性関数を結びつける岩
澤主予想の研究を行うことである.  
 
３．研究の方法 
 
 Heegner 点やそれを一般化した Heegner 
cycle といったモチビックな対象に注目して 
p 進解析的対象, 複素解析的対象, 数論的対
象など性質の全く異なるものを結びつける.
とくにp進的に深い研究や理解を必要とする
非通常素点の場合を中心にした. 手法とし
ては, p-進 Galois 表現, p 進 Hodge 理論, p-
進積分論, p 進保型形式の理論を応用する.  
 
 
４．研究成果 
 
 高次重さの保型形式の非通常素点における
p-進Gross-Zagier公式を証明した. またこれ
に関連して高次重さをもつ楕円型保型形式を

虚二次体の反円分Hecke指標でひねったL-関
数に関して,Coates-Wiles型の定理を示した. 
その後同じ設定で非通常素点の岩澤主予想を
定式化し, その半分の不等式を示した. また
p進高さと関係の深いp進テータ関数の研究を
行い, p進収束半径の計算やCM楕円曲線の
Hecke L-関数の特殊値のp進付値の計算に応
用した. さらにp進テータ関数などと関連の
深いAndersonのよるp進ソリトン理論の一部
を再整備しヤコビ多様体のねじれ点に関する
新しい結果を得た.  
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